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＊＊目　次＊＊

十
二
月
定
例
会

　
12
月
7
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
名
が
行
い
、「
下
諏
訪
町
税
条
例
の
一
部
改
正
」や「
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど
11
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

ん
こ

で す

ち
に は

し も す わ

町 議 会



２

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

下諏訪町税条例の一部を改正する条例について

下諏訪町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

諏訪広域公立大学事務組合の設置について

平成28年度下諏訪町一般会計補正予算（第６号）

平成28年度下諏訪町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号） 

下諏訪町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下諏訪町特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下諏訪町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

平成28年度下諏訪町一般会計補正予算（第７号）

平成28年度下諏訪町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成28年度下諏訪町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議決結果

一 目 で わ か る 議 決 結 果　12月定例会

12 月 定 例 会 議 案 等 賛 否 一 覧

意見書案議決結果

議案第84号

平成28年陳情第８号

平成28年陳情第９号

平成28年意見書案第８号

可　　決（多数）

趣旨採択（多数）

趣旨採択（多数）

可　　決（多数）

○

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

議案番号等

可決・趣旨採択に対する賛成者は「○」とし、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています

議決等結果

小
池
忠
弘

藤
森
ス
マ
エ

中
村
光
良

金
井
敬
子

岩
村
清
司

森
　
安
夫

河
西
　
猛

青
木
利
子

林
　
元
夫

田
嶋
　
彰

宮
坂
　
徹

津
金
裕
美

中
村
奎
司

平成28年意見書案第７号

平成28年意見書案第８号

可決（全員）

可決（多数）

介護保険制度の利用者視点での更なる充実を求める意見書

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

陳情審査結果

平成28年陳情第８号

平成28年陳情第９号

介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書の提出を
求める陳情
次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する
意見書の提出を求める陳情

趣旨採択（多数） 

趣旨採択（多数） 

議
決
結
果
・
賛
否
一
覧

しもすわ町議会だより
平成29年1月27日



しもすわ町議会だより
平成29年１月27日３

　

議
案
審
査
に
お
け
る
議
案
説
明
や
質
疑
で
、

町
か
ら
示
さ
れ
た
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

・
労
災
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
長
野
作
業
所

は
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
管
理
・
運
営

し
て
い
た
施
設
。
国
有
財
産
の
処
分
と
し
て
、

ま
ず
地
方
行
政
団
体
へ
、
そ
の
後
に
民
間
企

業
に
も
照
会
さ
れ
る
も
の
で
、
交
渉
期
限
は
、

交
渉
開
始
か
ら
２
年
間
経
過
す
る
Ｈ
30
年
４

月
。

・
建
物
も
含
め
現
状
で
の
売
却
が
条
件
。

・
町
商
工
会
議
所
や
第
９
区
か
ら
取
得
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

・
土
地
・
建
物
に
つ
い
て
の
活
用
要
望
が
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
、
議
会
で
も
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
町
の
活
性

化
に
向
け
て
、
有
効
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
町
が
購
入
せ
ず
に
民
間
業
者
に
よ
る
宅
地

開
発
や
工
場
誘
致
を
考
え
る
と
、
現
実
性
が

薄
く
、
限
り
な
く
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、町
か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
・

オ
フ
ィ
イ
ス
や
道
の
駅
構
想
も
、
期
待
よ
り

不
安
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。
し
ご
と
創
生

拠
点
施
設
に
固
執
せ
ず
に
、
町
福
祉
の
拠
点

化
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
柔
軟
に
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
沢
山
の
可
能
性
が
あ
る
場
所
で

あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
町
が
購
入
し
、
様
々
な
方
向

か
ら
の
議
論
を
し
、「
機
能
的
な
総
合
開
発
」

を
行
う
事
が
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

・
労
災
リ
ハ
ビ
リ
作
業
所
の
閉
鎖
が
決
ま
っ

た
時
か
ら
、
大
変
興
味
関
心
を
持
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
４
０
０
０
坪
の
土
地
は
、
他
に

換
え
が
た
い
価
値
を
有
す
る
と
判
断
し
ま
す
。

　

「
機
を
逃
し
て
は
ダ
メ
」
と
の
町
民
意
見

を
聞
い
て
い
ま
す
。
町
民
の
納
得
が
得
ら
れ
、

充
分
な
活
用

が
図
ら
れ
る

こ
と
を
望
み

ま
す
。

・
周
囲
の
人

に
意
見
を
求

め
る
と
、
み

な
、
反
対
し

て
い
ま
す
。

労
災
リ
ハ
ビ

リ
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
目
的
が
は
っ
き

り
見
え
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
し
た
事
業
計
画

が
あ
っ
て
の
購
入
で
あ
る
べ
き
で
す
。
６
１

０
０
万
円
は
大
き
な
額
で
、
そ
の
後
の
費
用

負
担
も
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
塩
漬
け
に
な
る

可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
時
期
尚
早
と

考
え
ま
す
。

　

本
会
議
で
の
採
決
で
、
賛
成
多
数
で
「
可

決
」
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計補正予算議案審査

旧労災リハビリテーション
　　　長野作業所跡地取得へ

活用の方法をしっかりと活用の方法をしっかりと

全議員で現場視察

議
案
審
査

　

議
案
第
84
号
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、
「
し
ご
と
創
生
拠
点
施
設
整
備

事
業
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
た
6
1
0
0
万
円
は
、
星
が
丘
の
労
災
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
長
野
作
業
所
跡
地
を
購
入
す
る
予
算
で
す
。

　

購
入
対
象
は
、
約
４
０
０
０
坪
の
土
地
と
現
存
建
物
で
、
若
者
に
仕
事
の
場
を
提
供

す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
・
オ
フ
ィ
ス
や
も
の
づ
く
り
ク
ラ
フ
ト
創
業
の
場
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
活
用
、
ま
た
国
道
20
号
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
視
野
に
将
来
的
な「
道
の
駅
」構

想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
町
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
総
務
経
済
常
任
委
員
会
お
よ
び
本
会
議
に
お
い
て
も
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
、
賛
否
が
割
れ
ま
し
た
。

反
対

賛
成

屋内には広いスペースも屋内には広いスペースも



陳 情 、意 見 書 の 審 議 結 果

　政府による、2017年通常国会に向けた介護
保険制度の見直しの検討が進められています
が、さらなる給付の削減・負担増をはかる内
容が盛り込まれています。給付の抑制は、
「介護難民」を増やしてしまうことになりか
ねませんし、家族の介護負担を増大させるこ
とは政府が掲げる「介護離職ゼロ」政策にも
反することから、国に対し、陳情８号は「介
護保険の給付縮小・負担増を中止し充実を求
める意見書」を、陳情９号は「福祉用具・住
宅改修を介護保険から外さないことを求める
意見書」の提出を、議会に求めるものです。
　両陳情とも、「国民の経済的負担を抑え、
行き届いた介護制度を求める気持ちはわかる
が、見直すべきではないと触れられている

陳情第８・９号 陳情者　諏訪地方社会保障推進協議会

介護保険制度の利用者視点での更なる充実を求める意見書
意見書案第７号

しもすわ町議会だより
平成29年1月27日 ４

『要介護１・２の生活援助サービス』や『福
祉用具・住宅改修サービス』の介護保険外し
は既に厚生労働省の審議において見送られて
おり、陳情内容が情勢に見合っていないこと
から『趣旨採択』」との意見と、「陳情書が提
出された時と差はあっても、国が進める介護
保険の審議や具体化は、2015年６月に閣議決
定された『骨太の方針』や、社会保障費を削
減・抑制するための段取りを明記した『工程
表』により進められており、おおもとが撤廃
されない限り介護保険削減の流れは変わらな
いと考えることから『採択』」との意見が出
されました。
　採決の結果、挙手多数で、「趣旨採択」と
なりました。

　介護保険制度は、給付の縮小や利用者負担
の増額を回避する中で、持続可能な制度とし
て維持できるよう検討されるべきです。利用

者視点に立った見直しにより、制度の更なる
充実と改善を国に求めるものです。

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書
意見書案第８号

　地方議会への住民の幅広い参加を求める視
点から、地方議会議員の年金制度を時代に相
応しいものにすべきです。地方議員の厚生年

金制度への加入を、地方議会におけるなり手
不足解消の一手段として、国に求める内容で
す。

陳
情
・
意
見
書

・介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書の提出を求める陳情
・次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書の
　提出を求める陳情



しもすわ町議会だより
平成29年1月27日5

　
静
岡
県
国
道
１
号
静
清

バ
イ
パ
ス
並
び
に
山
梨
県

中
部
横
断
自
動
車
道
国
交

省
直
轄
道
路
（
富
沢
〜
六

郷
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

〈
鬼
怒
川
緊
急
対
策
事
業
〉

　
平
成
27
年
９
月
に
発
生

し
た
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」

を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省

〈
静
清
バ
イ
パ
ス
〉

　
静
岡
市
街
地
を
通
過
す

る
国
道
１
号
の
バ
イ
パ
ス

で
、
全
長
24
・
２
㎞
。
昭

和
38
年
に
調
査
が
開
始
さ

れ
、
平
成
９
年
に
２
車
線

で
全
線
開
通
、
全
線
４
車

線
化
完
成
は
平
成
30
年
の

予
定
で
す
。

　
近
隣
へ
の
影
響
を
低
減

さ
せ
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

入
り
口
部
や
、
工
事
ヤ
ー

ド
の
境
界
に
防
音
壁
に
よ

り
工
事
騒
音
の
低
下
を
図

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
地
元
へ
の
説
明
が
き

め
細
か
く
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

地
域
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

　
　
　
　
　
　
　醸
成
が
第
一

特別委員 会
視察研修報告
特別委員会
視察研修報告

バ
イ
パ
ス
対
策
特
別
委
員
会

防
災
に
重
要
な「
ま
さ
か
」

　
　「想
定
外
」の
意
識
ゼ
ロ
へ

砥
川
治
水
・
赤
砂
崎
防
災
公
園
化
等
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　特
別
委
員
会

　議会に設置されている特別委
員会では、それぞれ課題に沿っ
ての視察研修を実施しています。
過日実施した2つの特別委員会
の視察研修について報告します。
　尚、議会内でも、視察研修後
に報告を行い、情報共有に努め
ています。

〈
中
部
横
断
自
動
車
道
〉

　
富
沢
・
六
郷
間
は
全
長

28
㎞
で
山
の
中
で
あ
り
、

橋
41
か
所
、
ト
ン
ネ
ル
19

か
所
で
全
体
の
70
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
29
年
度
の

開
通
予
定
で
す
。
富
士
川

橋
、
丸
滝
ト
ン
ネ
ル
、
身

延
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
毎
月
現
場
便
り
を
発
行

し
、
進
捗
報
告
な
ど
行
う

と
と
も
に
見
学
会
の
開
催
、

地
元
の
清
掃
活
動
へ
の
参

加
な
ど
、
地
元
の
方
と
親

交
を
図
る
配
慮
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
最
深

部
や
、
橋
の
上
で
の
視
察
、

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
な
ど
の
設

備
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

最
新
の
土
木
工
事
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
へ
細
心
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

関
東
地
方
整
備
局
が
「
水

防
災
意
識
社
会
　
再
構
築

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
直

轄
の
河
川
と
そ
の
沿
川
市

町
村
で
、
平
成
32
年
度
を

目
途
に
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ

ロ
」、「
社
会
経
済
被
害
の

最
小
化
」
を
目
標
に
水
防

災
意
識
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
の
計
画
で
す
。
堤
防
の

整
備
、
避
難
活
動
に
関
わ

る
基
盤
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
対
策
と
、
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
・
氾
濫
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
決
壊
後
、
整
備
進
行
中

の
鬼
怒
川
堤
防
で
も
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

〈
広
尾
防
災
公
園
〉

　
千
葉
県
市
川
市
広
尾
防

災
公
園
は
、
大
規
模
工
業

跡
地
を
活
用
し
整
備
さ
れ

た
、
一
時
避
難
場
所
の
機

能
を
有
す
る
都
市
公
園
で

す
。

　
１
万
３
０
０
０
人
の
３

日
間
の
避
難
を
想
定
し
て

の
、
備
蓄
倉
庫
、
耐
震
性

飲
料
用
貯
水
槽
、
68
穴
の

非
常
用
ト
イ
レ
、
非
常
用

自
家
発
電
設
備
の
他
、
都

市
型
水
害
の
軽
減
に
寄
与

す
る
雨
水
貯
水
槽
、
輸
送

物
資
の
積
み
下
ろ
し
場
・

集
積
場
と
な
る
大
型
ス
テ

ー
ジ
パ
ー
ゴ
ラ
等
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
園
内
は
普
段
、
市
民

に
開
放
さ
れ
、
利
用
さ
れ

て
お
り
、
広
大
な
敷
地
の

管
理
は
業
者
委
託
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
依
拠

さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
物
資
受
け
入
れ
、

備
蓄
品
な
ど
参
考
に

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の

　
　高
さ
に
合
わ
せ
た
ス
テ
ー
ジ
パ
ー
ゴ
ラ
▶

▶
静
清
バ
イ
パ
ス

　丸
子
藁
科
ト
ン
ネ
ル
入
り
口

視
察
報
告

陳 情 、意 見 書 の 審 議 結 果

　政府による、2017年通常国会に向けた介護
保険制度の見直しの検討が進められています
が、さらなる給付の削減・負担増をはかる内
容が盛り込まれています。給付の抑制は、
「介護難民」を増やしてしまうことになりか
ねませんし、家族の介護負担を増大させるこ
とは政府が掲げる「介護離職ゼロ」政策にも
反することから、国に対し、陳情８号は「介
護保険の給付縮小・負担増を中止し充実を求
める意見書」を、陳情９号は「福祉用具・住
宅改修を介護保険から外さないことを求める
意見書」の提出を、議会に求めるものです。
　両陳情とも、「国民の経済的負担を抑え、
行き届いた介護制度を求める気持ちはわかる
が、見直すべきではないと触れられている

陳情第８・９号 陳情者　諏訪地方社会保障推進協議会

介護保険制度の利用者視点での更なる充実を求める意見書
意見書案第７号

しもすわ町議会だより
平成29年1月27日 ４

『要介護１・２の生活援助サービス』や『福
祉用具・住宅改修サービス』の介護保険外し
は既に厚生労働省の審議において見送られて
おり、陳情内容が情勢に見合っていないこと
から『趣旨採択』」との意見と、「陳情書が提
出された時と差はあっても、国が進める介護
保険の審議や具体化は、2015年６月に閣議決
定された『骨太の方針』や、社会保障費を削
減・抑制するための段取りを明記した『工程
表』により進められており、おおもとが撤廃
されない限り介護保険削減の流れは変わらな
いと考えることから『採択』」との意見が出
されました。
　採決の結果、挙手多数で、「趣旨採択」と
なりました。

　介護保険制度は、給付の縮小や利用者負担
の増額を回避する中で、持続可能な制度とし
て維持できるよう検討されるべきです。利用

者視点に立った見直しにより、制度の更なる
充実と改善を国に求めるものです。

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書
意見書案第８号

　地方議会への住民の幅広い参加を求める視
点から、地方議会議員の年金制度を時代に相
応しいものにすべきです。地方議員の厚生年

金制度への加入を、地方議会におけるなり手
不足解消の一手段として、国に求める内容で
す。

陳
情
・
意
見
書

・介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書の提出を求める陳情
・次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書の
　提出を求める陳情



しもすわ町議会だより
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青
木
町
長
選
挙
公
約
の

　
　
　
　
具
体
的
内
容
を
問
う

Q　
「
高
齢
者
、
障
が
い

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
で
町
長
が
公
約
し
て

い
る
遠
隔
地
へ
の
販
売

車
配
置
の
具
体
的
な
内
容

は
。

A　

商
店
が
な
く
な
り
買

い
物
に
難
儀
し
て
い
る
町

屋
敷
、
萩
倉
、
星
が
丘
、

高
木
に
販
売
車
を
運
行
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
現

在
業
者
と
交
渉
中
で
あ
る
。

Q　

公
約
「
安
心
安
全
、

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

触
れ
ら
れ
て
い
る
住
宅
耐

震
化
に
対
す
る
補
助
金
に

つ
い
て
。
百
万
円
に
、
上

積
み
す
る
考
え
は
。

A　

ま
ず
住
民
の
皆
さ
ん

に
防
災
意
識
を
し
っ
か
り

持
っ
て
ほ
し
い
。
県
に
も

要
望
し
補
助
金
を
増
額
す

る
考
え
だ
が
、
県
補
助
は

件
数
も
限
ら
れ
る
の
で
、

枠
を
越
え
て
も
町
独
自
で

上
限
百
万
円
を
補
助
し
た

い
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
を

来
年
度
か
ら
新
た
な
形
で

再
開
さ
せ
る
。
店
舗
部
分

の
改
修
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
等
へ
も
拡
充
し
た
い
。

　

Q　

公
約
「
活
力
あ
る
産

業
振
興
と
若
者
支
援
」
中

の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
向
け
町

営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
は
。

A　

大
手
業
者
に
任
せ
る

の
が
よ
い
の
か
、
町
で
や

る
の
が
よ
い
の
か
検
討
中

で
あ
る
が
、
早
期
に
町
有

地
に
建
て
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
生
活
困
窮
者
な
ど

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
達

も
い
る
。
そ
う
し
た
方
達

の
要
望
を
把
握
し
た
上
で
、

ど
う
い
う
施
策
が
必
要
か

検
討
す
る
。

Q　

来
年
度
予
算
偏
成
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

A　

ま
ず
、
公
約
実
現
に

向
け
て
、
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
予
算
化
を
進
め
た
い
。

新
年
度
は
大
型
投
資
事
業

の
計
画
は
な
い
の
で
、
住

民
要
望
実
現
の
た
め
の
予

算
に
し
た
い
。

Q　

選
挙
投
票
所
の
場
所

が
遠
く
て
、
投
票
に
行
か

れ
な
い
と
い
う
声
が
あ
る

が
、あ
ざ
み
号
の
臨
時
運
行

小池忠弘 議員

遠
隔
地
へ
の
販
売

車
、
住
宅
耐
震
化

新
婚
向
け

町
営
住
宅
建
設
は

町
民
要
望
に
応
え

る
施
策
実
施
を

　12月定例会における一般質問は、単独
質問に加え、届け出によるグループ質問
が可能です。共通する課題などについ
て、効率的に質問できることを狙いとし
ています。単独質問は１人60分ですが、
グループ質問は２人まで120分、１人増え
るごとに30分が加わります。
　今定例会では日本共産党が３人でグ
ループ質問を行い、９人が単独質問を行
いました。

　６－７Ｐ　日本共産党
　８Ｐ　　　田嶋、中村（光）
　９Ｐ　　　宮坂、林
　10Ｐ　　　青木、河西
　11Ｐ　　　森、津金
　12Ｐ　　　岩村

　一般質問はインターネットのYouTube
を利用した録画配信を行っております。
ぜひご覧ください。
http://www.shimosuwa.lg.jp/www/genre/
1477036227013/index.html

　また、図書館でも一般質問のDVDの貸
し出しを行っておりますのでご利用くだ
さい。

一
般
質
問

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問



等
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

A　

選
挙
管
理
委
員
会
が

投
票
区
割
り
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
選
管
に
投
げ
か

け
て
検
討
し
て
み
る
。

Q　

生
活
道
路
の
改
修
・

整
備
を
進
め
る
た
め
に
、

思
い
切
っ
て
お
金
を
使
え

な
い
か
。

A　

毎
年
の
道
路
予
算
が

少
な
い
と
は
考
え
て
い
な

い
。
こ
こ
数
年
、
交
付
金

も
活
用
し
な
が
ら
、
今
だ

か
ら
出
来
る
大
き
な
投
資

を
し
て
、
西
大
路
や
湖
畔

の
道
路
を
改
良
し
て
き
た
。

今
後
も
、
計
画
的
に
道
路

整
備
に
取
り
組
む
。

Q　

来
年
４
月
か
ら
の
開

始
を
前
に
し
た
「
地
域
支

援
事
業
」
の
準
備
の
進
み

具
合
や
、
住
民
周
知
は
。

A　

諏
訪
広
域
連
合
は
年

内
に
改
め
て
「
サ
ー
ビ
ス

Ａ
」
の
事
業
所
意
向
調
査

実
施
後
に
、
説
明
会
を
開

催
す
る
と
の
こ
と
。
町
で

も
そ
の
後
、
説
明
会
を
開

き
、
事
業
開
始
に
混
乱
が

な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
。
諏
訪
広
域
で
は
12
月
、

町
で
は
３
月
の
広
報
へ
の

掲
載
で
住
民
周
知
を
図
る
。

Q　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
現
状
と
、
課

題
は
。

A　

地
域
包
括
ケ
ア
の
構

築
状
況
を
発
信
し
た
り
調

整
す
る
役
目
と
し
て
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
１

人
を
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
。

各
地
区
の
資
源
開
発
の
推

進
役
も
期
待
し
て
い
る
。

Q　

町
長
公
約
の
中
の
、

「
保
育
園
担
当
保
健
師
の

配
置
」。
具
体
的
な
内
容

は
。

A　

来
年
度
か
ら
、
教
育

こ
ど
も
課
に
担
当
保
健
師

１
人
を
配
置
し
、
急
な
病

気
・
怪
我
へ
の
対
応
、
保

護
者
の
相
談
に
あ
た
る
。

３
園
を
く
ま
な
く
回
れ
る

よ
う
に
す
る
。

Q　
「
役
場
職
員
の
対
応

が
冷
た
く
て
切
な
か
っ
た
」、

「
職
員
が
町
制
度
に
精
通

し
て
い
な
か
っ
た
」
等
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

職
員
の
接
遇
や
知
識
向
上

に
配
慮
を
。

A　

大
変
申
し
訳
な
い
。

日
頃
か
ら
、
対
応
向
上
に

努
め
て
い
く
。

Q　
「
信
州
パ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
（
車
い

す
使
用
者
や
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
傷
病
者
、
妊
産

婦
等
に
対
し
、
県
内
共
通

の「
利
用
証
」を
交
付
し
、

障
が
い
者
等
用
駐
車
場
を

必
要
と
す
る
方
の
利
便
性

向
上
を
目
指
す
制
度
）」の

周
知
を
図
り
、
誰
に
で
も

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ほ
し
い
。

A　

10
月
か
ら
、
受
付
・

申
請
手
続
き
が
町
に
移
管

さ
れ
た
。
今
後
は
、
町
管

理
の
都
市
公
園
、
観
光
地

の
登
録
申
請
を
進
め
、
制

度
の
周
知
も
図
る
。

Q　

初
め
て
送
り
出
す
中

学
生
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
派
遣
の
準
備
状
況
は
。

A　

中
学
２
年
生
10
人
を
、

春
休
み
中
の
10
日
間
派
遣
。

20
人
の
申
込
み
が
あ
り
、

抽
選
で
10
人
を
決
定
。
町

職
員
と
教
職
員
１
人
ず
つ

随
行
し
、
現
地
で
旅
行
社

職
員
が
１
人
付
く
。
11
月

18
日
か
ら
語
学
研
修
を
開

始
し
て
い
る
が
、英
語
力
の

レ
ベ
ル
が
高
い
と
の
評
価
。

 

Q　

文
科
省
の
９
月
の
通

知
、
ま
た
12
月
７
日
に
出

さ
れ
た
『
教
育
機
会
確
保

法
』は
、「
学
校
に
行
く
の

が
当
た
り
前
で
な
く
、
不

登
校
は
問
題
行
動
で
は
な

い
」と
し
て
い
る
。無
理
し

て
頑
張
る
子
ど
も
に
〝
休

ん
で
も
い
い
〞
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
、
小
中

学
校
に
通
え
な
か
っ
た
人

の
た
め
に
夜
間
中
学
を
開

設
す
る
と
い
っ
た
支
援
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
学
校

現
場
も
当
事
者
に
寄
り
添

う
支
援
が
必
要
と
思
う
。

教
育
長
の
考
え
は
。

A　

現
在
小
学
校
１
名
、

中
学
校
４
名
が
不
登
校
。

子
ど
も
の
背
景
を
し
っ
か

り
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で

「
ど
う
し
て
も
学
校
へ
行

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

個
々
の
実
態
に
合
わ
せ
た

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
全
教

職
員
で
取
り
組
み
た
い
。

そ
れ
を
保
護
者
に
も
、
伝

え
て
い
き
た
い
。

Q　

英
語
特
区
を
生
か
し

て
、
下
諏
訪
の
英
語
力
を

発
信
す
べ
き
。

A　

大
変
、
大
事
な
こ
と
。

小
中
９
年
間
の
英
語
力
の

向
上
と
、
下
諏
訪
町
な
ら

で
は
の
「
英
語
の
ま
ち
」

も
、
い
い
と
思
う
。

Q　

諏
訪
湖
に
お
け
る
ワ

カ
サ
ギ
大
量
死
後
の
状
況

と
、
諏
訪
湖
の
浚
渫
に
つ

い
て
。

A　

サ
イ
ホ
ン
の
原
理
に

よ
る
対
策
を
県
へ
提
言
。

冬
の
ワ
カ
サ
ギ
漁
は
昨
年

並
み
に
。
浚
渫
は
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
が
、
最
終

処
分
場
の
確
保
が
困
難
で

中
止
し
た
経
過
が
あ
る
。

浚
渫
に
よ
ら
な
い
水
環
境

整
備
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

金井敬子 議員

藤森スマエ 議員

保
育
園
担
当
の

保
健
師
さ
ん
配
置

中
学
生
Ｎ
Ｚ
へ
の

派
遣
の
準
備

不
登
校
の
現
状
は

介
護
の
今
後
は

職
員
対
応
改
善
を

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
平成29年1月27日7

体育館前の駐車スペース

派遣を控えての語学研修風景

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ



しもすわ町議会だより
平成29年1月27日 ８

明
る
く
活
気
あ
る

　
　
　
　
下
諏
訪
町
を
築
こ
う

重
点
目
標
の
具
体
的

　
　
　
　
　
　
施
策
に
つ
い
て

Q　

国
の
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
２
８
７
０
万
円

で
取
り
組
ん
で
い
る
移
住

定
住
促
進
で
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
進
捗
は
ど
う
か
。

A　

12
月
に
観
光
客
約
１

０
０
人
に
調
査
し
た
。
１

月
末
ま
で
に
結
果
を
ま
と

め
暫
定
プ
ラ
ン
の
素
案
を

完
成
さ
せ
る
。

Q　

移
住
交
流
相
談
委
託

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A　

現
在
ま
で
に
１
軒
の

カ
フ
ェ
で
対
応
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
り
、
具
体

的
に
話
を
進
め
て
い
る
。

Q　

移
住
交
流
拠
点
及
び

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
つ
い

て
の
進
捗
は
ど
う
か
。

A　

拠
点
は
御
田
町
の
旧

南
信
生
花
跡
に
決
定
し
た
。

相
談
業
務
、
情
報
発
信
の

場
と
し
て
活
用
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
提
言
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
改

装
を
進
め
、
１
月
末
ま
で

に
完
成
す
る
予
定
。
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
も
検
討
中
。

Q　

11
月
の
町
長
選
挙
で

の
町
民
の
期
待
度
で
、
更

な
る
生
活
道
路
整
備
要
望

が
多
か
っ
た
。
町
の
大
型

事
業
が
一
段
落
し
た
今
、

財
政
状
況
か
ら
み
て
、
維

持
補
修
の
予
算
増
額
を
期

待
し
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

A　

新
設
改
良
と
維
持
補

修
に
こ
れ
ま
で
大
き
な
予

算
を
盛
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
町
道
の
傷
み
の
激

し
い
所
も
あ
る
。
で
き
る

だ
け
の
予
算
処
置
を
し
て

い
き
た
い
。
危
険
性
や
優

先
度
を
判
断
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
い
く
。

Q　

道
路
や
側
溝
の
補
修

に
関
し
て
、
毎
年
各
区
長

を
通
し
て
要
望
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
が
、
１
年
は

長
い
の
で
新
た
な
傷
み
も

発
生
す
る
。
聞
き
取
り
の

回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

A　

例
年
区
長
を
通
し
て

要
望
を
収
集
し
て
い
る
が
、

近
年
は
随
時
要
望
を
受
付

け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
や
通
勤
時
の
情
報
提

供
を
基
に
し
た
対
応
も
進

め
て
お
り
、
生
活
道
路
の

維
持
管
理
に
町
民
目
線
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q　

町
長
が
公
約
に
掲
げ

た
「
高
齢
者
な
ん
で
も
相

談
室
」
の
開
設
と
は
。

A　

従
来
の
各
種
相
談
の

多
く
は
役
場
庁
舎
内
で
行

っ
て
い
る
が
、
で
き
れ
ば

月
に
何
回
か
、
地
域
に
職

員
が
出
向
き
、
相
談
に
応

じ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Q　

認
知
症
見
守
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
。

A　

認
知
症
見
守
り
サ
ポ

ー
タ
ー
数
は
12
月
１
日
現

在
で
１
４
６
７
人
。
う
ち

約
４
０
０
人
が
児
童
・
生

徒
。
民
間
事
業
所
と
も
網

の
目
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
み
、
情
報
共
有

や
体
制
を

構
築
。
地

域
で
の
見

守
り
も
推

進
し
た
い
。

Q　

遠
隔
地
移
動
販
売
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

A　

業
者
と
詰
め
て
い
る
。

山
間
部
の
実
情
に
寄
り
添

い
、
早
期
に
実
現
さ
せ
た

い
。

Q　

子
育
て
支
援
施
設
の

整
備
の
進
め
方
は
。

A　

建
物
は
新
設
す
る
の

で
は
な
く
、
今
あ
る
施
設

を
活
用
す
る
方
向
で
早
期

に
開
設
を
し
て
い
き
た
い
。

Q　

産
業
活
性
化
の
進
め

方
は
。

A　

小
規
模
の
事
業
所
で

も
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
。

後
継
者
や
人
材
確
保
の
問

題
を
検
討
し
つつ
、支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
高
い
技
術

を
生
か
す
支
援
を
し
て
い
く
。

Q　

ま
ち
歩
き
の
観
光
客

が
増
え
て
い
る
。
今
後
、

安
全
確
保
、
駐
車
場
や
案

内
看
板
の
整
備
は
。

A　

ま
ち
歩
き
観
光
を
推

進
す
る
た
め
、
ま
ず
街
な

み
環
境
整
備
を
進
め
て
き

た
。
並
行
し
て
統
一
看
板

を
進
め
て
き
た
３
年
間
の

取
り
組
み
で
、
だ
い
ぶ
整

備
が
で
き
て
き
た
。

　

ま
だ
「
目
的
地
に
た
ど

り
着
け
な
い
」
と
い
う
指

摘
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ

う
な
面
に
注
意
し
つ
つ
整

備
を
心
が
け
た
い
。

中村光良 議員 田嶋　彰 議員

高
齢
者
な
ん
で
も

相
談
室
に
つ
い
て

認
知
症
見
守
り

　
推
進
に
つ
い
て

安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
町
を

観
光
客
に
も

　
魅
力
あ
る
町
に

少
子
高
齢
化
対
策

移
住
定
住
促
進
を

ま
だ
要
望
多
い

　
生
活
道
路
改
修

各
区
の
補
修
要
望

回
数
を
増
や
し
て

一
般
質
問

道路整備は住民の願い

遠
隔
地
へ
の
移
動

販
売
車
の
運
行
は

活
力
あ
る

　
　
産
業
振
興
を



健
全
財
政
の
継
続
が

　
　
　
　
　
重
要
課
題
と
な
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
！

Q　

地
方
交
付
税
の
推
移

や
特
記
さ
れ
る
事
項
は
。

A　

27
年
度
ま
で
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
別
枠
加
算

が
あ
っ
た
。
補
正
財
源
と

し
て
不
要
に
な
っ
た
交
付

税
を
、
基
金
積
立
し
有
効

に
活
用
し
て
き
た
。

Q　

施
設
整
備
の
た
め
の

計
画
的
な
財
産
運
営
が
な

さ
れ
た
と
評
価
。
今
年
度

の
交
付
金
に
よ
る
事
業
変

更
は
。

A　

街
な
み
環
境
整
備
事

業
の
旧
諏
訪
養
護
学
校
跡

地
購
入
７
６
８
５
万
円
や

移
住
定
住
促
進
対
策
事
業

の
２
８
７
０
万
円
が
あ
る
。

Q　

次
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
期
待
す
る
交
付
金

事
業
は
。

A　

社
会
資
本
整
備
交
付

金
を
活
用
し
、
赤
砂
崎
公

園
整
備
、
街
な
み
環
境
整

備
事
業
に
よ
る
御
田
町
線

の
美
装
化
や
高
木
津
島
公

園
整
備
が
あ
る
。
地
方
創

生
推
進
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
、
町
の
総
合
戦
略
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

Q　

予
算
編
成
に
お
け
る

重
要
課
題
は
。

A　

歳
入
で
は
、
町
税
の

減
少
と
人
口
減
に
よ
る
交

付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
、

一
般
財
源
の
確
保
が
課
題
。

歳
出
で
は
、
起
債
の
償
還

に
よ
る
公
債
費
の
増
額
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
健
全

財
政
の
継
続
が
重
要
。

Q　

赤
砂
崎
公
園
の
整
備

計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　

右
岸
は
子
供
が
遊
べ

る
エ
リ
ア
に
。
遊
具
な
ど

設
置
し
、
自
然
と
触
れ
合

え
る
よ
う
に
。28
・
29
年
度

県
有
地
を
購
入
、30
・
31
年

度
で
完
了
し
た
い
。

Q　

健
康
増
進
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
施
策
で
あ
る
健

康
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
に
つ

い
て
。

A　

健
康
講
座
、
特
定
健

診
の
受
診
な
ど
を
ポ
イ
ン

ト
化
し
、
還
元
す
る
仕
組

み
で
、
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
。

Q　
「
新
婚
カ
ッ
プ
ル
専

用
」
町
営
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
、
建
物
を
建
て
る

よ
り
、
空
き
家
を
利
用
す

る
な
ど
、
時
流
に
合
っ
た

施
策
が
良
い
の
で
は
。

A　

一
つ
の
意
見
と
し
て

聞
い
て
お
く
。

Q　

３
月
定
例
会
で
質
問

し
た
、
年
齢
や
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も

が
楽
し
め
る
旅
行
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

A　

28
年
度
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
人
に
優
し
い

旅
館
を
目
指
す
」
と
い
う

方
針
に
沿
い
、
対
応
し
て

い
る
旅
館
も
あ
る
。
７
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
、
各

種
の
団
体
が
当
町
を
会
場

に
、
車
い
す
や
補
助
具
を

使
っ
た
体
験
実
習
・
研
修

会
を
行
っ
て
い
る
。

Q　

今
後
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

A　

実
習
・
研
修
を
み
る

と
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
普
及
す
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
観
光
地
に
出
か
け

ら
れ
る
仕
組
み
が
で
き
る

と
思
う
。
観
光
や
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
場
面

で
、
障
が
い
者
の
方
々
な

ど
が
楽
し
め
る
取
り
組
み

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
、

旅
館
・
観
光
団
体
の
連
携
、

情
報
の
提
供
、
補
助
機
器

の
効
果
的
な
配
備
、
医
療

機
関
等
と
の
連
携
・
費
用

面
な
ど
旅
館
・
観
光
団
体

等
の
充
分
な
理
解
と
研
修

が
必
要
。
こ
の
取
り
組
み

が
下
諏
訪
の
み
な
ら
ず
、

広
域
観
光
の
視
点
か
ら
諏

訪
全
体
に
な
れ
ば
よ
い
。

Q　

広
域
で
の
視
点
は
大

事
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
町
の
観
光
と
し
て
新
た

な
市
場
②
旅
行
や
野
外
活

動
補
助
具
の
開
発
に
よ
る

「
も
の
づ
く
り
」へ
の
貢
献

③
誰
に
で
も
優
し
い
環
境

づ
く
り
な
ど
が
あ
る
。
併

せ
て
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
フ
ィ
ー
ル
ド

を
推
進
す
る
考
え
は
。

A　

重
要
な
指
摘
。
ま
ち

歩
き
観
光
を
進
め
て
い
る

以
上
、
皆
さ
ん
が
こ
う
し

た
考
え
で
ま
ち
歩
き
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
大

事
。
観
光
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
も「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
」

が
あ
れ
ば
ガ
イ
ド
が
で
き

る
と
い
う
。
29
年
度
で
整

備
し
た
い
。
も
の
づ
く
り

で
も
、
町
で
開
発
依
頼
す

る
の
も
支
援
に
繋
が
る
。

観
光
面
だ
け
で
な
く
、
障

が
い
者
に
も
優
し
く
、
高

齢
化
が
進
む
町
が
、
町
づ

く
り
の
た
め
に
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
か
、
課
を
越

え
て
検
討
を
し
た
い
。

林　元夫 議員 宮坂 徹 議員

受
け
入
れ
体
制
の

整
備
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
の

　
　
推
移
と
傾
向

歳
入
は
減
少

　
　
歳
出
は
増
加

健
康
ポ
イ
ン
ト

　
次
年
度
に
実
施

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
平成29年1月27日9

当初予算歳出総額
決算支出済総額
差額
予算時の地方交付税予定額
決算時の地方交付税収入済額
差額

23年度
760,000
859,711
99,711
135,000
168,715
33,715

863,000
868,864
5,864
144,000
167,104
23,104

822,000
851,292
29,292
150,000
179,787
29,787

26年度 27年度
質問資料

（単位：万円）

「JINRIKI」体験



しもすわ町議会だより
平成29年1月27日

も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
新
体
制
に
期
待

頑
張
る
向
陽
高
校
生
と

　
　
　
　
　
共
に
ま
ち
づ
く
り

Q　

来
年
オ
ー
プ
ン
予
定

の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

は
、
儀
象
堂
と
一
体
化
し

た
施
設
と
し
て
運
営
す
る

場
合
、
観
光
面
に
お
い
て

体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
必
要
不

可
欠
と
思
う
が
、
現
時
点

で
の
考
え
は
。

A　

黒
曜
石
を
利
用
し
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
ウ

ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
（
半
田

ご
て
な
ど
で
木
を
焦
が
し

て
模
様
を
つ
け
る
）、
焼
き

絵
ア
ー
ト
、
黒
曜
石
の
発

掘
体
験
、
土
器
パ
ズ
ル
、

ガ
ラ
ス
細
工
ジ
ェ
ル
キ
ャ

ン
ド
ル
等
、
様
々
な
体
験

メ
ニ
ュ
ー
が
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
検
討
す
る
。

Q　

新
体
制
と
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
。

A　

役
員
も
若
返
り
、
新

た
な
取
り
組
み
に
期
待
。

実
施
政
策
は
、
基
本
目
標

を
定
め「
売
れ
る
・
売
る
・

も
の
づ
く
り
」
を
複
数
年

の
事
業
計
画
と
し
、
人
材

育
成
、
企
業
経
営
の
推
進
、

設
備
投
資
促
進
事
業
、
新

た
な
支
援
策
の
発
掘
な
ど
、

今
後
具
体
的
に
検
討
す
る
。

Q　

補
助
金
の
活
用
は
。

A　

セ
ン
タ
ー
に
は
10
の

補
助
金
制
度
が
あ
り
、
活

用
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車
、

医
療
、
航
空
宇
宙
分
野
参

入
の
た
め
の
国
際
基
準
・

規
格
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
費

用
の
一
部
補
助
な
ど
を
活

用
し
活
性
化
を
図
る
。

Q　

空
き
工
場
の
活
用
に

つ
い
て
。

A　

町
内
の
数
社
の
企
業

か
ら
、
受
注
増
を
背
景
に

工
場
の
移
転
や
増
設
の
相

談
が
あ
り
、「
空
き
工
場
活

性
化
促
進
事
業
」
の
申
請

が
あ
る
。
本
定
例
会
で
補

正
対
応
し
て
い
る
。

Q　

し
も
す
わ
未
来
議
会

や
町
議
会
と
向
陽
高
校
生

と
の
懇
談
会
の
際
に
、
駅

ま
で
の
通
学
路
で
暗
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し

て
何
か
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

A　

防
犯
灯
は
、
通
学
の

安
全
確
保
と
し
て
重
要
。

現
在
の
設
置
状
況
等
を
調

査
、
学
校
や
関
係
者
と
も

協
議
・
検
討
を
進
め
て

い
る
。
対
象
地
域
と
の
相

談
、
協
議
も
必
要
と
考
え

る
。

Q　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
何
人
か
。

A　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

支
え
る
応
援
団
で
、
現
在

１
４
６
７
人
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
キ

ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
63
人
。

Q　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員

の
展
望
は
。

A　

町
社
会
福
祉
協
議
会

に
養
成
を
委
託
。
今
後
は

公
民
館
で
の
講
座
開
催
や

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
が
、

自
ら
養
成
講
座
を
開
催
。

Q　

見
守
り
体
制
は
。

A　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

設
に
向
け
検
討
中
。

Q　

お
話
し
給
食
の
内
容

は
。

A　

お
話
し
給
食
は
本
に

出
て
く
る
お
料
理
を
給
食

で
提
供
す
る
企
画
。
南
小

は
「
お
話
し
給
食
」
北
小

は
「
美
味
し
い
お
話
し
の

日
」
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た

本
や
メ
ニ
ュ
ー
は
学
校
図

書
館
で
展
示
さ
れ
る
。

Q　

子
ど
も
を
主
体
に
し

た
図
書
館
活
動
は
。

A　

今
年
度
Ｂ
O
O
K
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

っ
た
。
小
中
４
校
と
向
陽

高
校
の
メ
ン
バ
ー
で
交
流

と
読
書
推
進
の
活
動
の
場
。

今
回
は
向
陽
高
校
の
図
書

館
見
学
や
、
図
書
館
ま
つ

り
で
Ｂ
O
O
K
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
主
催
の
Ｂ
O
O
K
カ

フ
ェ
が
開
催
さ
れ
た
。

Q　

家
庭
読
書
の
日
の
推

進
は
。

A　

保
育
園
保
護
者
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
呼
び
か
け
る

文
書
を
配
布
。
H
27
年
の

保
育
園
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
毎
月
読
ん
で
い

る
と
回
答
し
た
方
が
86
％

で
あ
っ
た
。

Q　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

向
け
た
取
組
は
。

A　

老
眼
に
対
応
し
た
大

型
活
字
本
を
６
５
２
冊
揃

え
貸
出
し
て
い
る
。
録
音

図
書
や
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー

プ
が
作
成

し
た
声
の

広
報
は
ハ

イ
ム
天
白

で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

Q　

子
育
て
講
演
会
で
、

読
み
聞
か
せ
こ
そ
最
高
の

子
育
て
と
あ
っ
た
が
。

A　

小
さ
な
頃
に
親
か
ら

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た

記
憶
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

思
う
。
最
初
の
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

河西　猛 議員 青木利子 議員

認
知
症
に
な
っ
て
も

読
書
旬
間
の

　
　
お
話
し
給
食

観
光
客
に
も

　
　
魅
力
あ
る
町

一
般
質
問

星ヶ塔遺跡採掘坑復元ジオラマ

10

も
の
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

防
犯
灯
の

　
　
設
置
状
況
は



子
育
て
支
援
が
充
実
　
　
　

　
　
　
　
下
諏
訪
町
へ
住
ん
で

計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

Q　

線
路
下
に
増
設
す
る

「
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
の
構
想

は
。

A　

ま
だ
相
手
先
と
の
協

議
が
済
ん
で
い
な
い
の
で

詳
細
は
未
定
で
あ
る
が
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
の
機
能
も
持
っ
た

も
の
を
作
り
た
い
。
幼
児

か
ら
小
学
生
く
ら
い
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
と
な
る
。

Q　

開
設
時
期
は
。

A　

当
初
は
Ｈ
29
年
度
中

の
設
置
を
考
え
て
い
た
が
、

若
干
時
間
を
必
要
と
す
る

の
で
、
来
年
度
の
開
設
は

「
現
時
点
で
は
難
し
い
状

況
」
で
あ
る
。
建
物
の
新

設
は
せ
ず
に
、
既
存
施
設

を
活
用
す
る
方
針
で
あ
る
。

Q　

運
営
に
つ
い
て
は
。

A　

規
模
、
開
館
日
、
人

員
配
置
等
、
ま
だ
未
検
討

で
あ
る
。

Q　

経
費
等
、
ど
の
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

A　

そ
れ
も
含
め
て
ま
だ

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

多
少
の
費
用
負
担
が
生
じ

て
も
町
民
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
も
の
に
し
た
い
。
引

き
続
き
し
っ
か
り
協
議
を

進
め
て
い
く
。

Q　

新
婚
カ
ッ
プ
ル
と
は
。

A　

年
齢
は
問
わ
な
い
が
、

結
婚
し
て
５
年
間
位
を
目

途
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る

方
。
そ
の
後
は
、
下
諏
訪

町
の
空
き
家
活
用
か
、
新

し
く
家
を
建
て
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
定

住
に
つ
な
げ
る
形
を
考
え

な
が
ら
施
策
を
組
み
立
て

て
い
き
た
い
。

Q　

子
ど
も
が
産
ま
れ
た

場
合
を
考
え
る
と
、
５
年

は
短
く
な
い
か
。

A　

仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
移
住
定
住
促
進

室
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
事

業
等
、
総
合
的
に
考
え
る
。

Q　

間
取
り
等
、
若
い
人

達
の
意
見
も
聞
い
て
。

A　

需
要
を
探
る
こ
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
聞

く
。
婚
活
で
成
立
し
た
カ

ッ
プ
ル
が
入
居
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
ベ
タ
ー
。

Q　

建
設
候
補
地
は
。

A　

ベ
ス
ト
は
ど
こ
か
検

討
す
る
。
赤
砂
崎
、
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
土
地
、

南
小
プ
ー
ル
跡
地
な
ど
候

補
地
は
い
く
つ
か
あ
る
。

Q　

一
斉
に
老
朽
化
す
る

公
共
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
ど
う
対

応
す
る
か
。

A　

上
下
水
道
、
温
泉
な

ど
老
朽
化
に
伴
う
修
理
・

更
新
に
は
長
年
に
渡
っ
て
、

年
10
億
円
弱
か
か
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
実
情
に

応
じ
た
基
準
を
作
り
、
更

新
の
優
先
順
位
を
検
討
し
、

年
間
投
資
費
用
の
縮
減
を

図
っ
て
い
く
。

Q　

諏
訪
湖
ジ
ョ
ギ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
外
灯
は
暗
い
。

機
種
も
様
々
で
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
難
し
い
。
支
柱
だ

け
活
用
し
ソ
ー
ラ
ー
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
改
修
し
た
ら
。

A　

統
一
感
を
持
ち
、
消

費
電
力
も
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

へ
計
画
的
に
替
え
て
行
く

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

Q　

空
き
家
の
現
状
と
対

策
は
。

A　

町
内
の
空
き
家
は
２

７
８
件
。
特
定
空
き
家
な

ど
に
関
わ
る
今
年
度
の
相

談
件
数
は
11
月
末
現
在
12

件
で
、
内
容
は
倒
壊
の
危

険
や
草
木
の
繁
茂
等
。
９

件
は
解
決
済
あ
る
い
は
解

決
に
向
か
っ
て
い
る
。
未

解
決
案
件
に
つ
い
て
は
、

粘
り
強
く
対
応
し
て
い
く
。

Q　

町
内
企
業
の
工
業
展

へ
の
出
展
状
況
と
成
果
は
。

A　

10
月
に
開
か
れ
た
大

阪
で
の
技
術
展
に
は
６
社
、

諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
に
は

15
社
が
共
同
出
展
し
た
。

と
も
に
全
社
が
具
体
的
案

件
を
得
て
、
商
談
に
つ
な

が
っ
た
も
の
も
あ
る
。

Q　

も
の
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
で
成
果
を
出
し
て

い
る
。
さ
ら
に
知
的
マ
ッ

チ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
知
的

交
流
に
よ
る
人
材
の
育
成

が
大
切
と
考
え
る
が
。

A　

上
期
実
績
で
７
千
万

円
強
の
ビ
ジ
ネ
ス
仲
介
。

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た

な
視
点
も
入
れ
支
援
す
る

こ
と
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
講
演
会
な
ど
若
い
人

の
参
加
も
増
え
て
き
た
。

や
る
気
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
風
土
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

Q　

町
指
定
文
化
財
確
認

調
査
の
進
捗
状
況
は
。

A　

町
内
66
件
の
文
化
財

に
つ
い
て
、
調
査
を
開
始

し
た
。
31
件
は
調
査
済
で

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
整
備

し
て
い
る
。
傷
み
の
あ
る

も
の
も
あ
っ
た
が
、
大
き

な
損
傷
は
な
い
。
個
人
所

有
な
ど
の
残
り
は
年
度
内

に
調
査
す
る
。

津金裕美 議員 森　安夫 議員

工
業
展
の
出
展
で

　
　
　
　
　
成
果

文
化
財
の
調
査
進
む

幼
児
か
ら
小
学
生

ま
で
受
け
入
れ

新
婚
専
用
の

町
営
マ
ン
シ
ョ
ン

諏訪湖畔の外灯

子育てふれあいセンター「ぽけっと」

一
般
質
問
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あなたが輝く人になれたら…

この度の町議会議員補欠選挙で当選された
岩村清司議員の横顔を紹介します。

行
政
間
の
垣
根
を
無
く
し

　
　
活
力
あ
る『
市
』に
し
よ
う

　

議
員
の
横
顔
に
謳
っ
て

あ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

通
り
の
人
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
あ
な
た
が
輝

く
人
に
な
れ
た
ら
、
こ
の

町
は
良
く
な
る
よ
ね
、
き

っ
と
！
」。
岩
村
も
夢
と

い
う
か
目
標
を
持
つ
と
、

間
違
い
な
く
追
い
求
め
る

人
で
す
。
紆
余
曲
折
が
あ

っ
て
も
…
。

　

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
、
登

山
、
ス
キ
ー
、
飽
き
る
こ

と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
時
に

バ
テ
バ
テ
と
な
っ
て
、
応

援
に
行
っ
て
い
た
私
た
ち

に
棄
権
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
る
と
告
げ
た
時
に
、

下
の
娘
が
〝
男
で
し
ょ
！

歩
い
て
で
も
ゴ
ー
ル
迄

よ
〞
と
、
何
と
か
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
け
れ
ど
…
。
そ

の
娘
が
結
婚
す
る
時
の
こ

と
。
教
会
で
し
た
の
で
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
で
娘

を
連
れ
て
新
郎
の
待
つ
と

こ
ろ
ま
で
歩
く
の
で
す
が
、

大
泣
き
で
す
。
あ
そ
こ
ま

で
大
泣
き
さ
れ
る
と
、
見

て
い
る
私
の
気
持
ち
は
ち

ょ
っ
と
引
け
て
、
な
ん
で

も
よ
い
か
ら
「
ま
っ
す
ぐ

歩
い
て
ね
」
で
し
た
。
強

か
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、

泣
い
た
り
と
思
い
切
り
生

活
を
し
て
い
る
の
か
な
⁇       

（
岩
村
清
司
議
員　

妻
）

Q　

長
地
村
の
合
併
の
歴

史
に
つ
い
て
。

A　

昭
和
32
年
岡
谷
市
に

編
入
、
そ
の
後
、
壮
絶
な

紛
争
が
起
き
昭
和
33
年
に

東
山
田
・
東
町
（
現
社
東

町
）
が
岡
谷
市
か
ら
分
市
。

Q　

諏
訪
地
域
の
合
併
問

題
の
歴
史
に
つ
い
て
。

A　

６
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
は
、
昭
和
30
年
に
１

回
目
の
取
組
を
し
、
２
回

目
は
、
平
成
２
年
に
青
年

会
議
所
を
中
心
に
し
た
合

併
請
願
が
行
わ
れ
た
。
３

回
目
は
、
平
成
７
年
に
住

民
発
議
。
４
回
目
の
平
成

14
年
は
、
合
併
特
例
法
に

よ
る
取
組
が
行
わ
れ
た
。

Q　

４
回
目
、
６
市
町
村

の
合
併
に
関
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
富
士
見

町
で
は
67
％
が
反
対
、
原

村
で
は
63
％
が
反
対
し
、

合
併
協
を
脱
退
し
た
。
そ

の
後
、
３
市
１
町
合
併
ア

ン
ケ
ー
ト
を
茅
野
市
が
実

施
し
、
結
果
67
％
の
反
対

で
離
脱
し
た
。

　

２
市
１
町
の
合
併
協
議

会
の
設
置
、
新
市
名
称
諏

訪
市
、
市
役
所
の
位
置
は

諏
訪
市
、
議
員
定
数
30
人

の
分
権
型
合
併
。
６
回
の

協
議
会
を
も
っ
て
そ
こ
ま

で
決
定
し
合
併
成
立
か
と

思
わ
れ
た
が
、
突
如
、
諏

訪
市
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
49
％
の
反
対
で
過
半

数
に
達
し
て
い
な
い
の
に

離
脱
し
た
。「
何
度
も
フ

ラ
レ
テ
し
ま
っ
た
諏
訪
の

悲
し
い
合
併
事
情
」
に
関

し
て
の
所
見
は
。

A　

残
念
に
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
16
年
が

経
過
し
、
自
立
の
町
づ
く

り
を
し
て
来
て
い
る
。
今

は
、
６
市
町
村
広
域
連
合

で
出
来
る
も
の
は
し
て
来

て
い
る
の
が
現
状
。

Q　

２
市
１
町
の
合
併
に

関
し
て
は
。

A　

今
は
、
６
市
町
村
で

考
え
て
い
る
。

Q　

都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
社
中
の
下
で
ル
ー

プ
で
ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
状

で
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
か
。

A　

来
年
度
以
降
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
道
路
勾
配
及
び
家
屋

の
位
置
等
を
考
慮
し
、
ル

ー
ト
の
検
討
・
選
定
を
行

い
、
住
民
説
明
会
を
経
て
、

都
市
計
画
の
変
更
へ
と
進

ん
で
い
く
。

岩村清司 議員

合
併
問
題
に
つ
い
て

20
号
バ
イ
パ
ス

　
　
　
に
つ
い
て

一
般
質
問
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議
会
傍
聴
の
お
願
い

議
会
傍
聴
の
お
願
い

議
会
傍
聴
の
お
願
い

下
諏
訪
町
議
会
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

開
か
れ
た
議
会
を
実
践
す
べ
く
、

　

皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

議
員
に
何
で
も
相
談
し
て
下
さ
い
。 高ボッチより諏訪湖を望む

岩村　啓子
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昨
年
7
月
25
日
に
英
語
教
育
の
取
組
み
に
つ

い
て
視
察
す
る
た
め
、
福
岡
県
の
岡
垣
町
か
ら

議
員
9
名
で
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
①
小
・

中
学
校
の
英
語
教
育
の
目
標
に
つ
い
て
②
英
語

教
育
の
取
組
み
の
経
緯
に
つ
い
て
③
レ
シ
ピ
方

式
（
Ｐ
Ｌ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
）
の
概
要
に
つ
い
て
④

英
語
教
育
の
取
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
⑤
課
題

と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
主
に
5
項
目
に

つ
い
て
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
諏
訪
町
の
英
語
教
育
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

　

昨
年
9
月
27
日
に
保
育
園
の
統
廃
合
に
つ
い

て
視
察
す
る
た
め
岐
阜
県
の
安
八
町
か
ら
議
員

14
名
で
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
①
統
廃
合
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
②
検
討
委
員
会
設
置
③
廃
園
後

の
施
設
の
利
用
④
統
廃
合
に
よ
る
費
用
対
効
果

⑤
保
護
者
・
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
で
の
留
意

点
等
⑥
議
会
対
応
⑦
増
築
や
耐
震
化
の
実
施
⑧

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
の
検
討
に
つ
い
て
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
に
対
応
す
る
早
い
取
組
み
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
が
行
っ
て
い
る
議
会
改
革
度
調
査
は

「
情
報
共
有
」「
住
民
参
加
」「
機
能
強

化
」の
3
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
の
点
数

を
掛
け
合
わ
せ

て
ラ
ン
キ
ン
グ

化
し
、
総
合
順

位
を
決
め
て
い

ま
す
。
調
査
回

答
議
会
は
全
地

方
議
会
の
約
82

％
に
あ
た
る
1

4
6
0
議
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
諏
訪
町
は
、

平
成
27
年
度
の
ラ
ン
ク
は
全
国
1
9
7

位
と
な
り
、
長
野
県
内
で
は
10
位
と
な

り
ま
し
た
。特
に「
住
民
参
加
」
項
目
で他

議
会　

来
町

13

遠方からも行政視察に来られました遠方からも行政視察に来られました

英語教育の取り組みについて

保育園の統廃合について

議会録画中継・運用について

福祉のまちづくりについて

しもすわ未来議会について

議会改革について

福岡県岡垣町議会

岐阜県安八町議会

長野県飯綱町議会

北海道訓子府町議会

来 訪 議 会 主な視察内容

他議会　来町他議会　来町

福岡県
岡垣町

岐阜県
安八町

長野県
飯綱町

北海道
訓子府町

　

昨
年
10
月
３
日
に
議
会
録
画
中
継
の
導
入
と

運
用
に
つ
い
て
長
野
県
の
飯
綱
町
か
ら
事
務
局

２
名
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
下
諏
訪
町
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
議
会
の
録
画
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｖ
に
よ
る
配
信
は
コ
ス
ト

も
高
く
、
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
難

し
い
。そ
の
中
で
、開
か
れ
た
議
会
を
実
践
す
る

た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
Ｐ
Ｃ
で
見
ら
れ
る
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
配
信
で
す
。
是
非
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
17
日
に
議
会
改
革
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
及
び
し
も
す
わ
未
来
議
会
に
つ
い
て
北

海
道
の
訓
子
府
町
か
ら
９
名
の
議
員
が
行
政
視

察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
下
諏
訪
町
で
は
、
す
で

に
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
議
員
の
災
害

時
の
対
応
な
ど
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
定

の
背
景
や
制
定
後
の
運
用
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
①
高
齢
者
応

援
カ
ー
ド
事
業
の
具
体
的
活
用
状
況
②
協
賛
事

業
所
の
反
応
と
変
化
に
つ
い
て
③
子
育
て
家
庭

優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
や
高
齢
者
応
援
カ
ー
ド
を
実

施
し
た
背
景　

な
ど
。
ま
た
し
も
す
わ
未
来
議

会
の
意
義
と
効
果
に
つ
い
て
研
修
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

遠
路
は
る
ば
る
お
越
し
に
な
ら
れ
た
議
会
の

皆
様
の
熱
意
に
思
わ
ず
敬
意
を
払
い
ま
し
た
。

わ
が
議
会
も
負
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
住
民

の
た
め
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た
め
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

は
全
国
で
87
位
と
健
闘
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
な
ど
で
住
民
の
意
見
を
聴

く
機
会
や
懇
談
会
の
開
催
に
よ
る
〝
開

か
れ
た
議
会
〞
の

実
践
は
、
こ
れ
か

ら
も
求
め
ら
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

ま
た
議
員
一
人
一

人
が
「
資
質
の
向

上
」
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
、
議
員
同

士
の
学
習
会
を
今

年
度
は
3
回
開
催

し
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見

が
議
会
を
活
性
化
し
、
引
い
て
は
町
を

良
く
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

岡
垣
町
議
会

先
進
的
位
置
づ
け
の

下
諏
訪
の
英
語
教
育
を
視
察

先
進
的
位
置
づ
け
の

下
諏
訪
の
英
語
教
育
を
視
察

訓
子
府
町（
く
ん
ね
っ
ぷ
）町
議
会

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
研
究

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
研
究

飯
綱
町
議
会

議
会
録
画
中
継
の

導
入
と
運
用
方
法
を
研
究

議
会
録
画
中
継
の

導
入
と
運
用
方
法
を
研
究

安
八
町
議
会

少
子
化
の
中
で
の

保
育
園
の
統
廃
合
を
考
え
る

少
子
化
の
中
で
の

保
育
園
の
統
廃
合
を
考
え
る

議会改革度調査2015ランキング

県内10位にランクイン県内10位にランクイン

議会改革度調査2015ランキング
長野県ベストテン

おかがき

あんぱち

いいづな

くんねっぷ

軽井沢町
長野県
飯綱町
飯田市
箕輪町
長野市
松本市
伊那市
塩尻市
下諏訪町

順　位 個 別 順 位
県内 情報共有 住民参加 機能強化全国

議会名

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

35
82
86
105
109
131
147
156
180
197

114
265
548
189
622
195
79
369
324
463

29
149
146
249
55
323
432
24
155
87

55
73
14
106
55
129
183
394
275
308
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・
子
供
を
大
切
に
す
る
よ
う
、
医
療
費
の
無
料
化
を
。

　

〈
18
歳
ま
で
無
料
化
に
な
り
ま
し
た
〉

・
高
齢
者
・
子
供
と
の
関
わ
り
を
持
ち
た
い
。
原
爆
体
験

　

な
ど
聞
く
機
会
を
持
つ
な
ど
。

　

〈
伏
見
屋
邸
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

　

が
管
理
運
営
し
て
い
る
。
是
非
活
用
し
て
欲
し
い
〉

・
通
学
路
エ
リ
ア
の
街
灯
が
暗
い
、
少
な
い
。

・
冬
の
路
面
凍
結
対
策
を
。
温
泉
で
解
か
す
な
ど
。

　

〈
温
泉
は
流
し
た
後
に
凍
っ
て
し
ま
う
の
が
難
点
〉

・
温
泉
を
ア
ピ
ー
ル
。
足
湯
の
場
所
を
増
や
す
、
無
料
施

　

設
を
造
る
な
ど
。

・
ま
ち
歩
き
に
駅
発
の
パ
ス
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ン
プ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

で
の
情
報
発
信
・
割
引
、
ま
ち
歩
き
ア
プ
リ
の
開
発
を
。

・
看
板
が
分
か
り
に
く
い
。
英
語
だ
け
で
な
く
他
の
外
国

　

語
表
示
も
欲
し
い
。
道
路
に
矢
印
な
ど
分
か
り
易
く
し

　

た
ら
ど
う
か
。

・
地
元
に
就
職
し
易
け
れ

　

ば
町
外
に
出
て
も
戻
れ

　

る
。

〈
起
業
支
援
制
度
を
紹
介
〉

　

地
元
に
戻
っ
て
来
た
い

　

人
＝
11
人
中
、
４
人

・
山
王
閣
跡
に
若
者
が
楽

　

し
め
る
所
が
欲
し
い
。

　

大
型
商
業
施
設
の
よ
う

　

な
。

・
下
諏
訪
の
歴
史
を
も
っ
と
広
め
る
た
め
の
仕
事
を
し
た
い
。

・
子
供
が
歩
く
道
に
は
注
意
看
板
が
欲
し
い
。

・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
中
高
生
が
お
茶
な
ど
の
お
も
て
な
し

　

を
し
て
み
た
い
。

・
向
陽
祭
で
地
元
の
も
の
を
販
売
し
て
み
た
い
。

・
諏
訪
東
京
理
科
大
な
ど
と
連
携
し
、
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ

　

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
等
ア
プ
リ
を　

開
発
し
若
者
を
呼
び

　

た
い
。

　

昨
年
11
月
25
日
、
議
会
で
学
校
に
出
向
い
て
、
下
諏
訪
向
陽
高
校
生
と
の
懇
談
会
を
開
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
出
身
・
町
外
出
身
の
生
徒
さ
ん
11
人
か
ら
、
５
つ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
発
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
、
彼
ら
の
思
い
の
一
端

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

以
下
に
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

高
校
生
と
語
り
合
う
！

若
者
向
け
ア
プ
リ
を
開
発
・
活
用
し
て

若
者
向
け
ア
プ
リ
を
開
発
・
活
用
し
て

高
校
生
と
語
り
合
う
！

懇
談
会
報
告

①
テーマ

10
年
後
の
町
の
未
来
に
つ
い
て

②
テーマ

ま
ち
の
良
い
と
こ
ろ
、

　
　
　
改
善
し
た
い
と
こ
ろ

③
テーマ

10
年
後
　
住
み
た
く
な
る

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

④
テーマ

笑顔もこぼれて

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
　
　
体
験
し
て
み
た
い
こ
と

＊
文
中〈　

〉は
、
議
員
の
発
言



・
図
書
館
祭
り
で
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
や
っ
た
が
と
て
も
有

　

意
義
だ
っ
た
。

・
今
回
の
懇
談
会
を
通
し
て
、
改
め
て
学
校
と
地
域
の
関

　

連
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
自
分
の
将

　

来
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
よ
い
経

　

験
に
な
っ
た
。　
　
　
　
　

（
上
伊
那
郡
二
年
男
子
）

・
下
諏
訪
町
が
ど
う
い
っ
た
町
か
、
以
前
よ
り
知
る
こ
と

　

が
で
き
た
。
私
達
の
こ
と
も
考
え
て
く
だ
さ
り
、
と
て

　

も
う
れ
し
か
っ
た
。　
　
　

（
上
伊
那
郡
二
年
女
子
）

・
下
諏
訪
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。
町
民
、

　

町
民
以
外
の
人
た
ち
の
違
っ
た
視
点
か
ら
の
意
見
が
聞

　

け
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
沢
山
の
新
し
い
発
見
が

　

あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
諏
訪
町
二
年
女
子
）

・
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
緊
張
せ
ず

　

に
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
考
え
て
い
た
こ
と
を

　

話
す
と
、
議
員
さ
ん
方
は
実
現
可
能
か
否
か
、
や
る
と

　

し
た
ら
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
ま
で
す
ぐ
に
話
を
膨

　

ら
ま
せ
て
い
て
、
す
ご
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
茅
野
市
二
年
男
子
）

・
三
角
八
丁
で
小
中
高
生
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
。

・
向
陽
祭
で
も
下
諏
訪
町
と
連
携
を
深
め
た
い
。

・
エ
ル
シ
ー
ブ
イ
Ｆ
Ｍ
の「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
向
陽
」

　

を
聞
い
て
ほ
し
い
。
毎
月
第
１
週
目
の
金
曜
日
、
午
後

　

６
時
過
ぎ
に
配
信
中
。

町
の
事
を
深
く
考
え
る
機
会
に
な
っ
た

　
　
　
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
声
が
聞
け
有
意
義
に

町
の
事
を
深
く
考
え
る
機
会
に
な
っ
た

　
　
　
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
声
が
聞
け
有
意
義
に

⑤
テーマ

そ
の
他

真剣なまなざしに、議員も
圧倒されました。
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懇
談
会
報
告

向
陽
生
の
感
想

向
陽
生
の
感
想

・
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。
提
案
が
い
く
つ
か
あ
り
、
参
考

　

に
な
っ
た
。
で
き
れ
ば
、
文
化
祭
に
一
緒
に
模
擬
店
等

　

の
ブ
ー
ス
を
出
せ
た
ら
と
思
う
。

・
具
体
的
で
も
あ
り
理
想
的
で
も
あ
り
、
さ
す
が
若
い
人

　

は
頭
が
柔
ら
か
い
な
と
思
っ
た
。
是
非
継
続
し
て
、
若

　

い
人
の
息
吹
を
少
し
で
も
取
り
入
れ
て
い
け
た
ら
と
思

　

っ
た
。

・
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
声
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
向
陽
生
の
大
方

　

の
意
見
か
ど
う
か
は
気
に
な
る
が
、
非
常
に
前
向
き
な

　

声
も
あ
る
の
で
、
議
会
も
協
力
し
て
や
れ
た
ら
よ
い
。

・
参
加
し
た
生
徒
た
ち
が
、
町
の
こ
と
を
色
々
な
目
で
真

　

剣
に
見
て
い
る
こ
と
を
感
じ
嬉
し
か
っ
た
。
是
非
こ
れ

　

か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

・
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。
向
陽
高
校
が
町

　

と
ど
の
よ
う
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
か
が
課

　

題
だ
と
思
う
。

・
何
か
し
た
ら
反
応
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
生
徒
に

　

は
嬉
し
い
し
、
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

議
員
の
感
想

議
員
の
感
想
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『
議
会
だ
よ
り
』の
原
稿
依
頼
を
い
た
だ
き
「
無
理
で

す
、
私
、
議
会
に
つ
い
て
全
く
知
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
会

話
か
ら
、
定
例
議
会
中
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
議
会
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
会
は
テ
レ
ビ
中
継
で

見
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
地
方
議
会
は
初
め
て
で
、
傍

聴
と
い
う
よ
り
気
分
は
議
会
見
学
で
し
た
。
近
く
て
遠
い

地
方
議
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

議
場
の
重
い
ド
ア
を
あ
け
る
と
、
黄
緑
色
の
立
派
な
議

場
と
緊
張
し
た
空
気
に
、
思
わ
ず
襟
を
正
し
て
傍
聴
席
に

着
き
ま
し
た
。
定
刻
、
チ
ャ
イ
ム
と
共
に
議
長
の
発
声
。

議
題
に
沿
っ
て
、
各
委
員
長
か
ら
の
報
告
、
議
長
の
進
行

に
よ
り
、
質
疑
、
討
論
、
挙
手
に
よ
る
採
決
。
賛
成
討
論

あ
り
、
反
対
討
論
あ
り
。
ど
の
議
員
さ
ん
も
と
て
も
凛
々

し
く
見
え
ま
し
た
。

　

こ
の
風
景
を
、
中
学
生
か
高
校
生
の
頃
に
見
て
い
た

ら
、
も
っ
と
議
会
を
身
近
に
感
じ
、
地
方
選
挙
へ
の
関
わ

り
、
考
え
方
が
違
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
将
来
の
夢
は
下
諏
訪
の
議
員
さ
ん
」
と
子
ど
も
達
が

思
う
、
そ
ん
な
明
る
い
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し

た
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
御
柱

で
沸
い
た
諏
訪
の
平
で
す
が
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
、
日
本

は
12
個
の
金
メ
ダ
ル
を
含
む

41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
大

い
に
沸
い
た
1
年
で
し
た
。

　

向
陽
高
校
生
と
の
懇
談
会

は
、
若
い
方
々
の
ご
意
見
を

聞
く
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た

し
、
18
歳
選
挙
権
が
実
施
さ

れ
、
若
い
人
た
ち
が
地
方
政

治
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。
議
会
だ
よ
り
も
若
い
方

に
も
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　

（
Ｙ
・
Ｍ
）

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

金
井　

敬
子

　

副
委
員
長　

林　
　

元
夫

　

委　
　

員　

宮
坂　
　

徹

　

委　
　

員　

森　
　

安
夫

は
じ
め
て
の
議
会
見
学 名智あゆみ

しもすわ
未来プロジェクト

議会と私議会と私

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
当
該
地
域
で
は
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
と
さ
れ
る
自
然
災
害
が
あ
っ
ち

こ
っ
ち
で
発
生
し
、
自
然
災
害
に
対
す
る
予
知

能
力
の
限
界
を
知
ら
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
同
時
に
そ
れ
は
世
界
の
政
治
の
場
面
で
も

出
現
し
、
政
界
・
経
済
界
を
翻
弄
し
ま
し
た
。

い
わ
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
、
い
わ

く
ア
メ
リ
カ
の
次
期
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の

選
出
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、
今
の

エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
発
想
で
行
け
ば

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
で
な

い
よ
り
多
く
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
当
然
の
こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
衆
迎
合
主
義
と
切
り
捨

て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
、

物
事
の

本
質
を

つ
い
て

い
る
の

か
も
し

れ
ま
せ

ん
。
先

入
観
な

く
素
直

に
現
実

を
見
て

み
た
い

と
思
い

ま
す
。

　

北
海
道
の
北
見
市
の
近
く
に
訓
子
府
町
（
く

ん
ね
っ
ぷ
ち
ょ
う
）
と
い
う
町
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
の
議
員
が
来
町
さ
れ
、
議
会
基
本
条
例
が

制
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
、
及
び
制
定
さ
れ
た

後
、
議
会
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
視
察

研
修
さ
れ
ま
し
た
。
作
ろ
う
と
決
め
て
か
ら
制

定
ま
で
に
何
故
六
年
も
か
か
っ
た
の
か
、
反
対

議
論
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
興
味
深
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。

　

開
か
れ
た
議
会
に
す
べ
く
、
議
会
改
革
と
称

し
進
め
て
き
た
こ
と
が
幾
分
評
価
さ
れ
た
の
か
、

と
大
変
う
れ
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
早

稲
田
大
学
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
会
に
よ
る
ラ

ン
キ
ン
グ
は
す
で
に
ご
報
告
し
た
通
り
で
す
が
、

引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
こ
た
え
る

べ
く
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

議長のつぶやき

議長  中村 奎司

先入観なく
　　　素直に
先入観なく
　　　素直に

開かれた議会めざして


